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はじめに
平成30年度に予定されている新しい学習指導要領の
改訂にむけて、平成26年度11月中央教育審議会に『初
等中等教育における教育課程の基準等の在り方につい
て』の諮問がなされた。平成28年度中には答申・改訂
が出された。本稿では、月刊誌『体育科教育』を資料
として取り上げ、平成29年の移行期間を経て平成30年
から始まる学習指導要領の改訂へ至る過去10年間に掲
載された表現運動やダンスに関する記事の整理から、
これからのダンス授業研究の課題を提示したい。
1953年９月創刊の『体育科教育』は、体育・保健体
育の教員、スポーツ現場の指導者、そして研究者の投
稿記事から構成され、一つの記事の分量は多くの場合
２～４頁である。内容は、学校現場の実際に即した報
告や授業実践の報告、新しい教材開発の紹介、学術的
な見解などである。出版元の大修館によれば、発行部
数１万部、読者の８割が小中高の教員、30～40代が中
心読者であるという?。『体育科教育』は別冊も発行され
ているが、本稿で焦点をあてた平成19年から28年まで
の間に、表現運動・ダンスを内容とした別冊は発行さ
れていない?。
１.新学習指導要領の改訂の要点とアクティブ・ラー
ニング
平成20・21年版学習指導要領においては、小学校、
中学校、高等学校を通じて「心と体を一体として捉え、
生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツラ
イフを実現する」資質・能力の育成が謳われた。平成
29年に出された学習指導要領においても目指すべき資
質・能力は変更ないが、従来の「技能(運動)」「態度」
「思考･判断力」の３つの観点が、「知識及び技能」「思
考、判断力、表現等」「学びに向かう力、人間性など」
という「三つの柱」とされた。
また新学習指導要領では「主体的・対話的で深い学
び」、いわゆるアクティブ・ラーニングの実現に向けた
授業改善が方向づけられている。アクティブ・ラーニ
ングという用語は、もともと1980年代に米国の大学教
育改善の文脈の中で使われ始めたものであり、日本に
おいても平成24(2012)年８月、中教審の「新たな未来
を築くための大学教育の質的転換にむけて～生涯学び
続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」以来、
政策用語として使用されるようになった?。その答申に
おけるアクティブ・ラーニングの定義は、次のように
なっている。「教員による一方向的な講義形式の教育と
は異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入れ
た教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修するこ
とによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知
識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。」平成28年
12月に出された中教審の答申ではアクティブ・ラーニ
ングの視点からの授業改善が求められ、学習の内容と
方法の両方を重視し、子供たちの学びの過程を質的に
高めていくことが目指されている。「何ができるように
なるか」を明確にしながら、「何を学ぶか」、「どのよう
に学ぶか」という学びの過程を、「カリキュラム・マネ
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ジメント」を通じて組み立てていくことが重要となる。
上記のような「主体的・対話的で深い学び」の実現、
アクティブ・ラーニングの視点から授業を変更してい
くことが求められている。そこで、以下第２節では、
これまでの表現運動・ダンスの実践がどのように行わ
れ、またそれに関する議論がどのようになされて来た
のかを見てみよう。
２.表現運動・ダンス関連記事の整理
以下の表１は、平成19年から28年までの月刊誌『体
育科教育』の中に掲載された表現運動・ダンス関連の
記事、総計51編の内訳である。
２.１ 学習指導要領に関する記事
平成20年に出された学習指導要領および解説に関す
る補足説明的な記事が、平成19年５月号、平成20年３
月号、６月号、平成24年２月号にそれぞれ１編ずつ掲
載されている?。村田は平成19年５月号の中で、次のよ
うに解説している。運動領域の特性と学習内容に関し
ては、表現やリズムダンスは自由(非定型)で創造的・
生成的な学習、ゴールフリー的な「探究型」を特徴と
される。表現運動・ダンスの学習では、生涯学習に向
けて「いつでも、どこでも、誰とでも」踊りを自発的
に楽しむ力の育成が狙いである。平成20年３月号では、
平成20年１月の「答申」をうけて新指導要領の方向を
射程にいれて、「表現運動･ダンスの授業で身につけさ
せたい学習内容」と授業につなげる「習得･活用･探求」
との関連について整理している。ダンス領域は３つの
内容で構成され、小学校から高校への12年の発達を
「４･４･４の区分」で示す特徴がある。表現･創作ダン
ス、リズムダンス･現代的リズムのダンス、についての
解説が行われている。後者についてはどんなリズムの
曲を取り上げていくかが内容を決め出す重要な手がか
りとなる、技能については体幹部でリズムを取って踊
ることが教授法を指導のポイントとする。
茨城県保健体育科指導主事による武道およびダンス
の実施状況の実態と課題の報告も掲載されている。武
道については97.5％、ダンスについては80.3％の学校
で実施されていると報告する。武道必修科の課題とし
ては施設の問題が挙げられている。ダンス必修化の課
題として、系統性をふまえた指導資料の作成、男子の
ダンス履修のための工夫が必要とされている。
新しい学習指導要領および解説が平成29年に出され
たが、その前年にあたる改訂期における問題を扱った
ものが１編出されている。高橋和子による表現･創作ダ
ンスの系統性を踏まえた技能に関する、新学習指導要
領及び解説を参考にした概説である?。創作ダンスの
「技能」には最低限度教えるべき内容が凝縮されてい
るとし、さらに「創作」「運動」「表現」の３つに分け
て「技能範疇」の明確化を試みている。創作ダンスの
評価は、何を表現したいかに応じて「良い動き」が変
容することを押さえれば、可能になるとされている。
２.２ 体育科教育学
体育科教育学の立場からの記事は幅広く、原理論・
歴史的論考(４編)、教材研究(８編)、授業方法・評価
法研究(８編)、報告(１編)があり、その中の教材研究
はさらに、創作(３編)、リズムダンス(３編)、民舞(１
編)に分けられる。以下それぞれの概略を示しておく?。
２.２.１ 原理論、歴史的論考
高橋和子は、平成20年度からの「ダンス必修化」を
受けて、その理由を健康志向と生きがい志向から考え
うるとしている?。ダンスとは大地との対話を再生させ
る「からだを拓く」ための通路であろうと、述べてい
る。課題として５点(気軽に踊れるダンス教材の開発、
小中９年間のダンス技能や知識の精選、初心の指導者
向け教材と指導法の提示、教員研修とリカレント教育
の充実、「からだ」と「気づき」の学びの再生)が挙げ
られている。明治から今日に至る学校ダンスの変遷を、
明治中･後期、大正･昭和初期、第二次大戦後に分けて、
学校ダンスの内容と社会における舞踊･ダンスの動向
から解説しているのが、松本である?。男子にダンスが
「解放され」、ダンス必修化にまで至ったことに触れ、
男子が学ぶための鍵は男子教員にあるとする。中村は、
平成10年の改訂をうけ移行期における教育現場の授業
計画の変容に関する継続的アンケート(東京都公立学
校教員)をもとに、これからのダンス教育と展望と課題
を示している?。まとめとして、ダンス教育の充実は教
員の努力とする。
平成28年３月号に掲載された岩田の論考は、明言さ
れているわけではないが、次期学習指導要領の改訂へ
向けてなされていると思われる??。武道とダンスの今
日的課題を探るという題目のもと、ダンスについては
「リズムダンス系」の問題が焦点づけられている。筆
者である岩田は、中心的課題の議論の深化の必要性を
指摘し、原理的な検討や考察が希薄なままであるとす
る。そして、「再現としての表現」(模倣)という視点が
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「リズムダンス系」の授業にも向けられるべきとして
いる。
２.２.２ 教材研究
宮本と中村による教材研究の記事は、中学２年で実
践した「彫刻の森」を例として、「みんなで作
ママ
る、踊
る、見る」を味わえるグループ創作のポイントを紹介
している??。群を活かした「いい動き」、「極限」や「多
様」に広がるような問いかけの仕方として、まずは「極
限をつかむ」ことに繫がるように、「おもいっきり」体
をつかった表現になることをつかませる、次にイメー
ジの言葉を使って多様性を引き出すとしている。グル
ープ活動に働きかけて引き出す「いい動き」のために、
「活動の仕方を教える」と「グループの極限と多様性
を引き出す」が挙げられている。
高橋るみ子は、子どもや生徒の興味関心が表現や創
作ダンスに向かうような「気がつきゃほら、ダンス」
の授業の紹介(「夜の動物園」)をしている??。「模倣から
表現、そして創作へ」という段階が不可欠であり、こ
のことは中高生および大学生にもあてはまるとされて
いる。５枚のダンスシーンの写真を次々に再現できる
ように練習させ、はじめと終わりをつけて１つの作品
とする活動である。そのダンスにしていく活動が学習
者と指導者がもっとも成果を実感する部分であると述
べている。細江は、これからの表現･創作ダンスの授業
に向けて、三つの提案、「踊るからだ(身体感覚)を育て
る」、「見る、振り返る学習を効果的に用いる」、「自分
の表現をつかむ」をしている??。また、「いつ、なに
を、どう教えるか」については、①初歩的段階(小学校
低･中学年)、②進んだ段階(小学校高学年、中学校１．
２年、③より進んだ段階(中学校３年･高校１－３年)に
分けて概説されている。リズムダンス・現代的リズム
のダンス：津田によるリズムジャンプ(リズム感を身
につけ運動能力を伸ばすもの)を使ったダンス指導の
紹介をしたものがあった??。それはヒップホップダン
スを、「動き」ではなく「リズム」から学習しようとす
る提案であった。前田は、小学校におけるチアダンス
の可能性を探っている。小学校で行う場合チアダンス
の特徴として、①チアスピリット、②ポンポン効果、
を挙げ、単元計画の目標に関しては、関心･意欲･態度、
思考･判断、技能、知識・理解にあたるものを提示して
いる??。授業作りのポイントとして、「音楽との関連
性」、「フォーメーション」、「教師の手本」の三つをあ
げている。現代的リズムのダンスが一応の定着をみた
ところで、中村は現代的リズムのダンス＝ヒップホッ
プというかたちになっていることに対して再考を促し
ている??。ヒップ・ホップダンスが定型の動きを習得す
るダンスと誤解されているという現状が指摘され、自
主創造的なダンス学習としての内容と方法の確立の必
要性が、訴えられている。
２.２.３ 授業方法・評価
ダンスの必修化に対応して、ダンス授業の指針や要
点についての記事の掲載がなされている。松本は、ダ
ンスの授業づくりや指導を目的とした、３つの観点と
12項目からなる授業評価票を提示している??。グルー
プ活動場面に着目して子供たちの発話記録を取り、ま
たそのグループの各子供の授業評価との関係を提示し
ている。授業分析は教師がもっと知りたい関心事を簡
単なかたちで目の前に見せてくれる方法だとしている。
４学年ごとの区分が示されたことを受けた内容にな
っている記事が、いくつか掲載されている。特に小学
校５、６年と中学校１、２年時に焦点づけられていた。
他者とのコミュニケーションに消極的になる時期であ
る小学校高学年から中学校に対してのダンス授業にお
ける３つの提言をしているのが、牛山である??。その３
つの提言は次の通りである。①「身体表現によるコミ
ュニケーション･スキルを高めることをねらいとする
ワーク」を導入した授業プラン、②小学校高学年の「ダ
ンス」へのモチベーションを高める取り組み、③小学
校高学年での表現運動の学習内容と中学校１年で行う
ダンス学習内容についての双方の小中引き継ぎ連絡会
の充実。そして牛山は、身体表現による小学生にコミ
ュニケーションスキルを高める学習内容が、体ほぐし
の領域だけではなく表現運動･ダンスの中で強調され
てよいとまとめている。
三宅は、教師がダンス授業を行うにあたっての要点
を次のように提案している??。考え込む時間を与えず
に次々と動きの特色を活かしていく、皆で踊って楽し
む。三宅は「課題学習法」で創作ダンスの教育的価値
を理解したと述べる。初めてのダンス授業のために、
単元計画作成のポイント、指導案のポイント、毎時間
の反省、生徒の感想用紙作成、創作作品に合う曲を素
早く選ぶ、という５点を挙げている。伊藤も創作ダン
スの指導の要点を次のように解説する??。良いモデル
を教員が示すこと、生徒と教員の心配を解消すること、
教師が生徒にうまくなる術を伝えること。生徒はどう
していいかわからない、教員も動いてもらえないこと
を心配している。この問題の解決としては、例えば「し
んぶんし」の教材がある。表現運動の授業研究から言
えることは、イメージの探求を重視したクラスと、動
きの探求を重視したクラスでは、後者の方が有能感を
もつことが明らかになったとする。
宮本は、ダンスに携わる機会が少なかった教員に向
けて、創作ダンスを中心にした「ダンスの入口に生徒
達を導く学習指導」を提案する??。指導者が課題を示し
その課題を学習者が解決するスタイル、グループでの
創作、「鑑賞する」学習過程があるという。
ダンス教育研究の第一人者である村田は、ダンスの
必修化は他の運動領域とは違い、ダンスの学び、つま
り「心身の解放」、「身体による豊かなコミュニケーシ
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ョン」、「いま･ここから作り出す問題解決学習」を共有
するチャンスであるとする。「最大の課題は教師の指導
力である」??とまとめている。
現場でのダンスの授業が定着していく中で、ダンス
の指導についても反省の記事が掲載される。平成25年
７月号は、「体育指導要領を検証する」の特集記事が組
まれた。その中で木原は、ダンスの指導実践の中で見
えてきた成果と限界を述べている??。成果としては、彼
自身が行った授業における生徒への調査から肯定的な
意識が高まったことがわかり、４点の楽しさを整理し
ている。限界として２点、ダンスの特性とは何かとい
う問題、ダンス技能の指導技術に関してダンス授業に
どこまでの成果が求められているのかという問題、を
挙げている。
２.３ 実践報告
２.３.１ 小学校
小学校における表現運動・ダンスの実践報告をさら
に、創作、リズムダンス、民舞・フォークダンスに分
類すると、それぞれ３編、２編、４編であった。
創作：牛山と伊藤による記事では、小学校と中学校
をつなぐ教育活動の一環としての、「固まりくずし」の
３つが提案されていた??。①小学校高学年および中学
校１年生に共通で行うことができる授業内容。②小学
校高学年「ダンス」へのモチベーションを高める取り
組み。③小中引き継ぎ連絡会の充実。高学年の「表現
運動」と中学校「ダンス」との繋がりに関してコミュ
ニケーションスキルを高めることの必要性が指摘され
ていた。「特集『動きのよい子』を育てる幼少年期の体
育」の記事として提出されているのが、長町による報
告である??。そこでは、表現運動における「よい動き」
を、経験したことのない動きを「発見」すること、「イ
メージと動きの関連性」を自覚すること、と考えられ
ている。「習得を図る学習活動」と「活用を図る学習活
動」の学習活動を準備する、６年生の活動の実際とし
て、「俳句」を題材とした表現の実践報告を行ってい
る。カメラ撮影によって自己評価する活動により活動
そのものが深まるとしている。「よい動き」は、習得し
たことを活かして子どもたちの体から発したもの、考
えられたもの、とまとめている。３つ目の記事は、高
橋るみ子による、宮崎大附属小学校における外部講師
によるワークショップ型の授業の背景と実際について
の報告である??。外部講師は舞踊学研究室が立ち上げ
たNPO法人に属するダンスユニットであり、４年生の
３クラス120名にそれぞれ４回ずつ、ワークショップ型
の授業を表現運動として実施されている。児童生徒の
コミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験
ができたと報告している。
リズム：小林による小学校５年生を対象とした、ヒ
ップホップダンスを内容とする報告??。小林は、ヒップ
ホップダンスの特性４つを挙げ、ヒップホップのリズ
ムを感じさせるためには、「良い動き」の設定と「指導
の手立て」の明確化が必要とする。そのための手立て
として、６つ(①踊り方の比較、②口伴奏、③座った状
態でのリズムとり、④立った状態でのリズムとり、⑤
学習カードの作成、⑥踊り方をカードにまとめる)を挙
げている。２つ目は、湯浅による小学１年生を対象と
した単元の授業実践の紹介。踊ることの抵抗感を取り
除き、リズムにのって踊る楽しさを実感させるための
目標と指導内容を明確にしている。抵抗感を緩和する
ための手立てとして３つを提示する。リズムによって
自由に踊るこことは心地好いが、そこに至るまでには
いくつかの壁がある、との感想を述べている。
民舞：手塚は、学校改革の一環として「ソーラン節」
導入の試みを報告している??。ソーラン節は、運動量と
難易度からも適当だと判断されている。体育授業６時
間で動きを学び、「総合的な学習の時間」で学年練習、
「行事」扱いで全体練習を行う。法被の寄付もあり、
学校の立て直しから誇りと自信を持つまでになったと
いう。２つ目の実践報告は、松本、酒向による小学５
年生１単元分(６時間)のフォークダンスの授業づくり
である??。挑戦課題を「○○しながら一体感を感じられ
るかどうか」を設定している。３つの要点(①曲に合わ
せる、②同時に動く、③同時に声を出す)で一体感を得
られるとしている。３つ目は、小学校４年生における
郡上踊りを学習教材とした、武山・島田による実践報
告である??。郡上踊りの一般的な特性の説明、および子
どもからみた特性の説明がなされている。仲間との一
体感を楽しめた、曲のいわれや歌詞の意味からのイメ
ージを伝えると踊りが深まった、これらが子どもの感
想として挙がっていたという。
２.３.２ 中学校・高校
創作：七澤は、指導言語がダンス授業においてどの
ような役割を果たすかの検討を、中学校全14時間のダ
ンス単元計画を通じて行っている??。多様なイメージ
と動きを発見させるための指導言語、作品を創って行
く際の指導言語、ミニ発表会の際の指導言語について
考察している。生徒達の一般的な傾向とその対処が紹
介され、最後に授業の録画による検証がすすめられて
いる。宮本は、中学１年生男女教習の８時間を「鑑賞」
の視点で振り返ったものを紹介している??。１時間
目：具象的でわかりやすい映像を作品鑑賞。２時間
目：ダイナミックだったかの視点。３新聞紙を使った
作品つくり。グループ同士でみせあう。４時間目：「走
るー止まる」、キーワードは「メリハリ」。５時間目：
「集まるーとびちる」、グループの人数が多くなる。６
時間目：「見せたい」と思うようになる段階。７時間
目：「スポーツのいろいろ、ミニ発表会」この時間は、
「見られる」ことを意識する。８時間目：映像鑑賞と
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評価。学習を支える工夫として、学習カード、教師の
示範は大きく、を挙げている。高校における実践報告
である中村の記事は、いわば舞踊表現の基礎づくりと
もいえるものである??。直接的に創作の授業を展開し
ているわけではないが、ここに分類した。
中村は、進藤貴美子のいう「今ここの自分のからだ
や動きに気づく」ことを授業実践の中で中心としてき
たという。そして、中村は「総合的な学習の時間」の
中で「ライフスキル」というテーマでボディワークを
行い、「骨格を知る」「立つ」など、動きそのものの持
つおもしろさを探り、そのことが舞踊の表現力を高め
ていくことにつながるのではないか、とまとめている。
君和田は、現代的なリズムダンスは課題解決型の学習
を目指すべきであるという立場から、ヒップホップで
はない現代的リズムダンスの授業展開を、次のように
紹介している??。１時間目「ヒップホップ風ケンパーダ
ンス」、２時間目「ロックのリズムで動くー止まる」３
時間目「できた動きをつなげて簡単発表」。
２.４ ダンス・舞踊研究
舞踊研究の記事は、ダンスセラピー専門家芙二によ
る記事??、森田・酒向によるダンス教授法の方法論の紹
介??、舞踊という運動を身体科学的観点から概説した
もの??の３つである。１つ目の記事では、ダンスをはじ
めるための、筆者創作による感覚を目覚めさせるダン
スエクササイズの紹介がなされ、安心して体を休める
場の必要性、自発的な動きにまかせることが提案され
ていた。森田・酒向は、ダンスノーテーションを紹介
し、その重要な２つの特性は「基本的な動き」「動きの
創造の重視」であると解説し、課題授業の形式の流れ
も紹介している。水村はクラシックバレエの運動を身
体科学的観点から概説し、踊る身体を実践することに
よる４つの運動効果(柔軟性への効果、姿勢への効果、
神経機能への効果、シェイプアップ効果)についてコメ
ントを付けている。
２.５ エッセイ
ダンス教育の研究者によるもの１編、学校現場の教
員によるもの３編、合計４編があった??。研究者による
ものは、雑感と言った体のものであるが、教員による
ものは、１つが一年間大学での研修の中で踊るおもし
ろさを実感した経験により、現場に戻ってから即興を
中心とする表現運動の授業に取り組んでいるというも
のであり、残りの２つは、教師である筆者たちのダン
ス授業実践のための報告である。どちらも失敗や反省
を踏まえて取り組んでいる経過が記述されている。
３ 今後の表現運動・ダンス授業研究へ向けて
前節において、平成19年から平成28年度までの記事
を整理し概観した。本節ではそれら記事群において指
摘されている表現運動・ダンス指導に関する問題を、
３つの視点、教師の指導力、主体的対話的学習(アクテ
ィブ・ラーニング)へ向けた教材開発、原理論的研究の
必要性、から検討したい。
３.１ 教師の指導力
ダンス指導の指導力については、本稿で整理してき
た記事から伺えるところでは、性差による指導力の違
い、指導言語がキーワードとなっていた。歴史的に振
り返るならば、「女＝観られる身体」という図式が近代
ヨーロッパにおいて成立し、踊ることが観られるもの
であれば、必然的に舞踊は女の領分となってきた。事
実日本における学校制度において、女子がダンス、男
子は武道、というカリキュラムも存在してきたことは
言うまでもない。取り上げた記事群でエッセイ３本の
うち、２本が現場の男性教員によるものであることは、
おそらく編集側の意図的なものだったろうと筆者は予
想する。『女子体育』においても、「男性教師に学ぶ」、
「男性教員による初めてのダンス指導」、「男子だけの
現代的リズムのダンス」、「初心者でも男性でもできる
ダンス授業」といった記事が掲載されており、ダンス＝
女という図式を払拭しようとする表れと見て取れる。
現在、一般社団法人ダンス教育振興連盟(JDAC)は、学
習指導要領を網羅する内容で、数多くのダンス研修会
を開催してきている??。また、リズムダンスや現代的リ
ズムのダンスの社会的なイメージは、性差のないダン
スであり、現状での性差による指導力の違いは、縮ま
っていくのではないかと予想される。従来ダンスの教
材研究は蓄積されており、成果を上げてきたように思
われる。必修化によりそうした蓄積が実際の授業で多
く展開されることにより、新たな教材研究の開発にも
繫がるだろう。表現運動・ダンス授業の指導を不得手
と感じる指導者には、自己が実践することはもちろん
であるが、舞踊作品を多く観ることが必要であろう。
授業レベルにそれほど高いものを期待できなくでも、
理想となるイメージを持っていない指導者は、自身も
面白くないし、その消化不良の心情は陰に陽に授業に
影響を及ぼす。また、教員自身がダンスによる或る種
の「美的体験」が必要であることも、同様の意味にお
いてそうである。熟練の指導者と未熟練の指導者では、
「声かけ」が違うとされる。子どもから動きをうまく
導き出すことができる教授方法の技法の開発は、今後
も必要となるだろう。
３.２ 主体的対話的学習(アクティブ・ラーニング)へ
向けた教材開発
平成29年に出された学習指導要領、学習指導要領解
説では、主体的対話的学習(アクティブ・ラーニング)
が柱となっている。本稿における考察の対象である『体
育科教育』では、アクティブ・ラーニングについて記
表現運動・ダンス関連記事の動向から見えるダンス授業研究の課題
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述された記事は１編のみであった??。しかし、「学校ダ
ンス・ダンス教育に関する内容の豊かさは他に類をみ
ない」??とも評される『女子体育』では、2016年８・９
月号に「アクティブ・ラーニングによる表現・ダンス
指導事例集」が特集されており、その巻頭言において
細川は「自主創造的な学習を目指してきた日本のダン
ス教育は、既に長年に渡って『アクティブ・ラーニン
グ』の趣旨に合った指導法を検討、実践してきたとい
えます」??として、ダンス教育の研究者として自負を述
べている。事実、授業ではグループワークやグループ・
ディスカッション(これを対話的学びと言っていいだ
ろう)を通じて作品が創作されていく。単に言語活動だ
けではない。実際に身体性を通じた対話を行うこと、
具体的には、踊ってみて考えた通りにはいかないこと
に気づき、フィードバックする。頭脳的な作業ではな
く動きながら創作する過程がある。ペアやグループで
の作業では他者の身体との接触を通じてのみ可能な動
き、むしろ身体性が知識・理解を生み出すような過程
がそこにはある。法則に従った「正しい解答」が存在
するわけではない表現運動・ダンスであれば、どのよ
うなコミュニケーションやワークによってどのような
身体的な体験が生み出されるのか、どのような過程を
経て動きの創作が登場するのか、そこに他者はどのよ
うに介在する可能性があるのか、このような検討が求
められるだろう。本稿で取り上げた『体育科教育』の
記事の中には、ICTの活用を中心的な内容とするもの
はなかった。ICTの活用により主体的・対話的学習(ア
クティブ・ラーニング)を促進するような授業研究も必
要である。
３.３ 原理的研究の必要性
岩田は、「リズムダンス系」に関する問題として、原
理的研究の不足を指摘している。「追求すべきリズムダ
ンス系の学習活動の中心的な課題性がどこにあるのか
について改めて議論を深める必要性が示されていま
す。･･･『リズムダンス系』の位置づけに関わる原理的
な検討や考察が希薄なまま今日に至っているのではな
いかという感がぬぐえません。」??そもそも現代的リズ
ムとはどういうリズムをいうのか、なぜ現代的リズム
なのかは、不明瞭なままである。「ヒップホップ」、「ロ
ック」、「サンバ」といった用語が新旧学習指導要領に
登場しているが、さらなる明確な定義はなされていな
い。ロック自体がかなり広範囲な音楽を指すものであ
る。このことについて図式化した説明の試みは存在す
るが、現代的リズムが表現運動・ダンスの学習にとっ
てどのような意義を有するのか、不明なままである。
さらに言えば、リズム系ダンスについての原理的研究
を進めていくと、踊ることが体育という教科の中に存
在することの違和感を感じることになる。
学習指導要領には「リズムに乗って全身で踊ること」
を、「身につけることができるよう指導する」という記
述がある。おそらくは「リズムに乗る」ということが
リズムダンス・現代的リズムのダンスにおける眼目な
のであろう。この「リズムに乗る」ことは、競争性、
規則性、身体性、遊戯性の構造をもつ近代スポーツと
の結びつきよりは、音楽との結びつきがはるかに強い。
音に連動しさらには身体そのものが音と不可分の状態
になることが、「リズムに乗る」ことの理想なのだとす
れば、踊ることはスポーツや体操ではなく音楽の一部
となろう。音響人類学者の山田はこう述べている。「踊
ることは、音楽することの重要な一部であり、音楽の
身体的実践にほかならない。人は音楽に接したとき、
なぜ自分の身体が動きはじめるのか、なぜ踊りはじめ
るのか、おそらく意識することはない。人は、音楽に
導かれるようにして、ただ踊る。だが、そこにこそ踊
る身体の秘密はあるのだ。」??つまり、「ダンスは音楽と
ともにその身体的世界に生きている」??のである。音楽
と踊ることの不可分さは、なにもストリート系ダンス
やサンバなどに限定されるものではないことは、いう
までもない。かつて木村は、ダンスの身体的運動の部
分のみが切り取られることによって、ダンスが体育授
業の中に取り入れられたことを指摘したが??、この問
題は、リズムダンス・現代的リズムのダンスに関して
も解決されているとは思えない。ただ、ダンス教育に
関する実践的研究が長年にわたり蓄積され、踊ること
の本質が、視覚的で運動形態的なものよりは、むしろ
踊る者の感覚に見いだされるようになった。その結果
「リズムに乗る」ことが目指されるようになったと考
えられる。社会的で現実的な営みである学校教育にお
ける授業の実践と理論とは簡単に合致するものではな
いのかもしれないが、表現運動・ダンスが体育の中で
展開されることの原理論的な説明は、どのようにして
可能なのだろうか。
終わりに
新学習指導要領及び解説が出されて、今後それに従
った実践研究が蓄積され、発表されていくだろう。そ
れと当時に、表現運動・ダンス授業研究に関する原理
的な研究が進むことを期待したい。
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